
「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた授業展開と課題について

可児工業高等学校



項目・評価 A B C

評価項目① よくできている 普通 ふつう未満

評価項目② 身についている 努力している 取り組んでいない

はじめに



科 目：電気基礎

クラス：電気システム科 ２年生（３７名）



いままでの電気基礎授業スタイル

•教員が知識を与える。

• →教科書の内容に沿って、生徒の反応を見ながら一斉授業を行う。

•演習を通して、知識を定着させる。

• →教科書の練習問題や自作ワークシートを用いる。

＾



•教員が知識を与える。
• →教科書の内容と例題を多く用いて、解き方の手順を意識。
• →ICT機器（プロジェクタ・タブレット）で教科書や関連資料を投影。

•演習を通して、知識を定着させる。

• →教科書の練習問題やワークシートを使用。ステップアップ形式で進める。

• （基本問題、発展問題を設ける）

•生徒同士の活動を通して、知識を深める。

• →グループ内で同一の演習問題について考えさせる中で、さらなる定着を
図る。

グループワーク後 小単元ごとに確認課題を実施

今年度の電気基礎授業スタイル



実際の授業の様子（一斉授業）



実際の授業の様子（演習）



基本課題(ガイド付き) 発展課題(ガイドなし)

MetaMoJi上で配布した課題



実際の授業の様子（グループワーク）



配信用PC
（Webex画面共有)

MetaMoJi用
PC
MetaMoJi用PC（モニタリング画面）

実際の授業の様子（オンライン）





92%

8%

11月実施アンケート結果

84%

16%
0%0%0%

５月実施アンケート結果

そう思う だいたいそう思う
あまり思わない 全く思わない

Ｑ：先生はＩＣＴ機器を効果的に使用している

プロジェクターを使っていてわかりやすいから。

解けている人、いない人を区別して席を回っている。

タブレットを使う授業を積極的に実施している。



81%

19%

11月実施アンケート結果

65%

35%

0%0%0%

５月実施アンケート結果

そう思う だいたいそう思う
あまり思わない 全く思わない

Ｑ：先生の授業は、生徒同士で話し合う機会や意見を発表する機会がある

問題が解らないままにならなくなった。

周りの人に聞きながら問題を進められる。

友達と考えたりアウトプットの機会があるからよい。

友達との意見交流で自分の理解も深まる。



81%

19%

11月実施アンケート結果

78%

22%

５月実施アンケート結果

そう思う だいたいそう思う
あまり思わない 全く思わない

Ｑ：先生の授業に満足している



MetaMoJi活用

実習での活用



インターネット活用

manaba活用

実習での活用



Teams活用

課題研究での活用



ICT環境が整わないと確立できない授業になりがちである生徒へのフィードバックの方法の検討が必要

ルーブリックの作成が・・・


